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　幼少期に身近な自然にふれているか否かで、子どもの
価値観や将来が大きく変わることは、各方面から指摘
されている。たとえば、子どもは成長に伴って、認識
できるランドスケープ（ここでは風景・空間・距離感）
が広がっていく。４〜７歳は、家から見えるような
範囲。８〜11歳では、ちょっとした探検程度。遠足で
行く場所や、電車にしたら二駅ぐらいだろうか。12歳
以上になって初めて、遠く離れた場所のことを想像できる
ようになるのがふつうだそうだ。
　身近な自然の中で遊ぶことをせずに育った子どもたち
に、いきなり地球温暖化、絶滅危惧種、外来種などの問題
を説教したら、自然を悪夢のような世界と認識してしま
い、自然嫌いになってしまう可能性さえあるのである。
　反対に、大きくなってから地球環境の問題を考え、
行動できる若者の多くは、幼少期に身近な生きものを
友だちにした経験が豊富だという。まずは庭のどこに
ダンゴムシがいて、神社にはいつになったらドングリ
が落ちているかという、子どもがちょっと得意になる
ような、自分で得た知識を、お父さんやお母さんは大事

にしてあげてほしい。ダンゴムシのすみかを知ってい
れば、ダンゴムシを飼うとき、どんな湿り気や隠れ家
を与えてやれば居心地がいいだろうかと考えられる。
ダンゴムシの気持ちに近づけるのだ。その延長上に、
ホッキョクグマの厳しい現状が理解できるのである。
　もし、虫を死なせてしまっても、それは必ずしもいけ
ないことではなく、とても健全な成長過程だ。ただ「殺
しては駄目」と飼わせないのでは、ずっと命の大切さが
わからない発達障害さえ起こりうる。死なない生きもの
がどこにいるだろうか。最後まで責任を持って飼えたの
ならば、肉や魚を残さず食べる大切さと同じことが学べ
るではないか。
　年齢や飼育対象によっては、「かわいそうだから逃が
してあげましょう」という指導もしてあげてほしい。
但し、「逃がすのならば、必ずもとの場所で逃がして
ね」という、遺伝子撹乱を防ぐための指導を忘れてはな
らない時代に入っている。
（いしづか　とおる／NPO法人 生物多様性研究所

“あーすわーむ”研究員）

ダンゴムシからホッキョクグマへ
文　石塚　徹

「ドジョウにさわっておかないと、将来、
ドジョウの味しか知らないことになる」
ことを避ける体験学習。


